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■糖集　平威13年塵の国国（見込み）

市の家計簿

を公表します

■市政の動春
日向市ひまわり墨盆海外派遣研修報告、レジオネラ症集団感染対簾につい

て、11月1日から受付が始まります支援費制屋、■高小学校「まちつく
り課外授藁」／10年後の日向市に夢をほか

■まちの話■
地域環境美化助労者・団体を表彰、放送大学平成14年度卒業式及び2学

期入学者の集い、第9回ひまわり絵画展、日向理代彫魏展2002／海の
見える野外彫刻展を関催中

■インフォメーション
悠々バス更新時朋ではありませんか、鉄道高架工事が飴まりました、成人

式実行委員募集、成人式に参加しませんか、幼稚囲児を募集しますなど

ト
ボ
ト
ル
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ヅ
ト

く
飛
．
ぶ
か
な
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市の家計簿
　〃1／　　　　　　特集　平成13年度の決算（見込み）
＼

　　　わあ、難しすぎてお手上げですか一？
　　　市の「財政」と聞くと「難しくて分かりにくいもの…　　」と
　　　思っていませんか？　いいえ、難しくなんかないんですよ。

　　　市の「財政」は、本質的に皆さんのこ家庭の家計簿と同じなの
　　　ですから。この際しっかりチェックしておきましょう。

を公表し ます
今月号では、平成13年度の決算（見込み）をご紹介します。みなさんから納めていただい
た税金は、どのように使われたのでしょう。普通会計の収支は、12年度と比べてみると、
入ったお金が278億1894万円、使ったお金が267億7820万円とそれぞれ増えています。

差引額は10億4074万円で、翌年度に繰り越した事業へ充てる財源を差し引くと、実質収
支は4億7828万円の黒字決算の見込みとなります。

■■■騨決期込み状況 ■■■照臨朗込み状況

（単位1干円・％）　■収益的収入及び支出

1　区　分 平成13年度 平成12年度 比　較 伸び率
．細住整 歳入 46，942 42，890 4，052 9．4

島環備 歳出 35，628 35，471
157

0．4

東　事
博幕ﾆ 差引 11，314 7，419 3，895 52．5

歳入 10，399 10，472 一73 一〇．7

山道
ﾈ事
�｣

歳出 9，703 9，807 一104 一1．1

差弓1 696 665 31
4．7

歳入 2β99，482 2，66L473 一261，991 一9．8
下輩
�ｹ業 歳出

238LO25
2．614β45 一233，820 一8．9

差引 18，457 46β28 一28，171 一60．4

歳入 228β35 259，641 一30，806 一11．9農排
ﾆ氷
W事
誌

歳出 225，409 247，717 一22β08 一9．0

差引 3，426 11，924 一8．498 一71．3

歳入 5，111，870 4BO2，612 309，258 6．4国保
J渓
d事
m筆

歳出 5，045，685 4，705，423 340，262 7．2

差弓1 66，185 97，τ89 一31，004 一31．9

歳入 2β33，722 1，954，418 379，304 19．4介腹ﾇ
険
業 歳出 2330，067 1．866β23 463744 24．8

差引 3，655 88，095 一84，440 一95．9

歳入 33，975 60，891 一26，916 一44．2

主
君
郷
認
事
地
　
　
業 歳出 33，974 60，890 一26，916 一44．2

差弓1 1 1 0

一歳入 5．158β66 5，164β98 一6、532 一〇コ老健
l事
ﾛ業

歳出 5，113，108 5」21，442 一8β34 一〇．2

差弓1 45，258 43，456 1，802 4．1

（単位；干円・％）

■資本的収入及び支出　　　　（単位：千円・％）

　区　分　　平成13年度平成12年度　比　較　伸び率
資本的収入　　579368　585，466　－6，098　　－1．0

袈・講・・550’001550’lll－1910

　工事負担金　　　　　　29．368　　　　　　　　　　35274　　　　　　　　　　　　　　　　　　－16．7　　　　　　　　　　　　　　－5、906
資本的支出　1、105789　996．406　109，383　　11，0

内建設改良費　828、746　744，327　84、419　　11．3

訳企業債償還元金　277、043　252．079　24964　　9．9

饗襯羅糠念

。

諸収入
766，544

1（見込み）の内訳

［単位：千円］

県支出金
2，220，

市　債
4，079，400

その他
4β38，000

歳　入
27，818，947

地方交付税
5，398，288

■市民1人当たりの経費と市税負担（目的別）

　　（人口：13，10，1現在　59，506　単位：円）

税
22，582 100，30　その他

@　　　財

17，576 74，472

11，644 35，967

17，027

士
木
費
民
生
費
教
育
費
公
債
費
総
務
費
商
工
費
衛
生
費
そ
の
他

26，503

15，476 27，147

2，645 31，816

9β62 16，938

9，499
34，484

　商工費
2．036，435

［蛍位’千円］

　
平
成
1
3
年
度
の
普
通
会
計
決
算
は
、
歳
入
総
額
2
7
8
億
1
8

9
4
万
円
、
歳
出
総
額
2
6
7
億
7
8
2
0
万
円
で
、
歳
人
歳
出

差
引
総
額
は
1
0
億
4
0
7
4
万
円
で
す
。
前
年
度
と
比
べ
る
と
、

歳
入
1
0
・
4
％
、
歳
出
1
5
・
0
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
人
の
内
訳
を
み
る
と
2
2
・
5
％
を
巾
税
が
、
1
9
・
4
％
を
地

方
交
付
税
が
占
め
て
い
ま
す
。
市
税
は
、
前
年
度
に
比
べ
2
・

7
％
増
の
6
2
億
4
8
7
5
万
円
で
す
。
ま
た
、
地
方
債
が
l
l

l
・
7
％
増
の
4
0
億
7
9
4
0
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
嚢
に
駅
周
辺
上
地
区
画
整
理
事
業
や
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
の

増
に
よ
る
も
の
で
す
。
構
成
比
を
見
る
と
、
市
税
や
使
用
料
及
び

事
数
料
、
諸
収
人
な
ど
の
白
主
財
源
が
3
7
・
9
％
、
地
方
交
付
税

や
地
方
債
、
国
庫
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
が
6
2
・
1
％
で
、
前

年
度
に
比
べ
白
溢
財
源
の
割
合
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
内
訳
を
目
的
別
で
見
る
と
、
土
木
費
、
民
生
費
、
教
育

費
の
順
で
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
土
木
費
は
各
上
地
区
画
整
理
事

業
、
道
路
の
改
良
工
事
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。
民
生
費
に
は
、

社
会
福
祉
・
老
人
福
祉
・
児
最
福
祉
な
ど
の
扶
助
費
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
教
育
費
と
商
工
費
の
割
合
が
前
年
度
に
比
べ
て
高
く
な

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
全
天
候
型
運
動
施
設
整
備
事
業
や
温
泉
利

用
施
設
整
備
事
業
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
性
質
別
で
見
る
と
、
義
務
的
経
費
（
人
件
費
、
扶
助
費
、

公
債
費
）
が
1
0
3
億
4
9
6
1
万
円
で
3
8
・
6
％
を
占
め
、
前

年
度
に
比
べ
5
・
4
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
行
政
経
費

（
物
件
費
、
補
助
費
等
、
繰
出
金
な
ど
）
が
6
6
億
7
6
5
i
万
円
、

投
資
的
経
費
（
普
通
建
設
事
業
費
、
災
害
復
旧
事
業
費
）
が
9
7
億

5
2
0
8
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
財
政
指
標
を
見
る
と
、
経
常
収
支
比
率
が
8
1
・
0
％
（
前

年
度
7
9
・
7
％
）
、
公
債
費
比
率
が
1
3
・
6
％
（
前
年
度
1
3
・

7
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
警
戒
ラ
イ
ン
と
い
わ
れ
る

75

刀
A
1
0
％
を
ト
回
っ
て
お
り
、
依
然
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

経
常
収
支
比
率
と
は
、
各
家
庭
の
家
計
簿
で
例
え
る
と
、
衣
食

住
な
ど
の
必
要
経
費
の
割
合
の
こ
と
で
す
。

⑤
公
債
費
の
割
合
は
わ
す
か
な

が
ら
0
・
ー
ポ
イ
ン
ト
改
善

　その他
4、132，775

・・5　晦1、．、薦，8．毘7

■性質別歳出

0円

　民生員
5，426，829

　　　　　　じ　なド 2σσ億円

市
源 入

件
費

θ5．9％フ

難即詰
扶
助
費
〔
3

－
　
　
1
．
7
％
〉

［義務的経貰］紹瑠画

■収支状況
（単位：千円）

区　　分 平成13年度 平成12年度 差　　引

歳入総額 27，818，947 25，199，453 2，619，494

歳出総額 26，778，207 23，283，839 3，494，368

歳入歳出差引 LO40，740 1，915，614 一874，874

翌年度に繰り
zすべき財源

562459 1，437，283 一874824

実質収支
478281

478β31 一50



海外研修レポート

●また行きたい

■田圭帖さん
（大王谷中孚較　3年｝

オーストラリアはとにかく

広くてすばらしいところで

した。あっという間の2週

間でしたが、この間にいろ

んなことを学ぶことができ

ました．ぼくは、またいっ

か、ホストファミリーや、

友達になった人に会いにオ

ーストラリアに行きたいで

す。

●「言葉」は財産

長窺　養珍紀さん
（開業中学綾　3年）

”

英語は難しい。正にその・

言に尽きた。自分の意思が

伝わらず悔しい思いもした

が、知っている単語を並べ

たりして話すことに挑戦し

た．今回の研修で得た多く

の事を自分の将来の為生か

したい。実践的な英語を学

び「L写」という財産を更

に増やしていきたい．

融

雪．

●多くの友達ができた

薦井正平さん
（冨働中学綾　2年）

僕は、この企画でオースト

ラリアに行ったことで、オ

ーストラリアの文：化を学ぶ

ことと同時に、多くの友達

をつくり、ウ芝語ノJを高める

ことができました，むこう

にいた時は、不安も多く、

言葉の難しさを改めて実感

することができました，本
’l

奄ﾉ良い体験をしました。

オーストラリアの学校の

自由な校風に驚きました

●言葉は違っても理解

甲蜜莉械子さん
（皆脇中学鮫　3年）

今回の海外研修で私は、1．言

葉は違っても柑手に伝えよ

うと思う強い気持ちがあれ

ば理解してくれるという

’拝、f呼揖こも恐れずチャレ

ンジすれば必ず得る物があ

るという事を学びました，

あたたかく接してドさった

オーストラリアの方々に、

心から感謝致します、

，

●自分に自信が持てた

逝葭由佳さん
（日光壽中掌較　3年）

●もっと英語力をつけたい

颯吉奨自紀さん
催■学■高絃　1年）

私は自信がなかった英語が

度胸をもって話すことでコ

ミュニケーションがとれる

ことが意外でした。みんな

優しくてまた行きたいと思

います。また行くため次は

英語力にもっとrl信をつけ

たいと思います、行動を起

こさなければ進まない．行

動あるのみ，

客
｝

「ゴーラ市で楽しく過ごせ

るのだろうか」そんな心配

は杞憂のようでした．ゴー

ラでは高佼生やホストファ

ミリーとたくさんコミュニ

ケーションができて、毎日

がとても新鮮でした。何事

もやればできるという事を

実感でき、また・つrl分に

自信が持てました，

　　　窒参
　　　、蝋

画
●なにもかもが新鮮

児玉闇子さん
（日嗣■較　2年）

広大な大地の中、私の存在

の小ささ。温かい家族、私

を家族同様に迎えてくれま

した、ゴーラでの生活は何

もかもが新鮮でとても充実
したものでしたまた牌●

との違いを痛切に感じまし

た。これからも多くの中高

生にこのような貴亟な体験

をしてほしいと思います．

●自由な校風に驚き

橘口瑠纏さん
（日曝冨樒　2年）

画地の広さやr1由な校風に

驚き、同時に多くの刺激を

受けました．こうした体験

以hに素晴らしいものも得

ました，それは、頼りない

僕を支えてくれた「ホスト

ファミリーjや「他のメン

バー」です，彼らは、オー

ストラリア研修で出来た、

大切な家族や友達です．

ノ
監
」

お父さんの炊享当番をお手伝い（上）

気の合う仲間と（下）

　
市
は
産
業
、
文
化
な
ど
の
振
興
を
図

る
目
的
で
設
置
し
て
い
る
日
向
市
ひ
ま

わ
り
基
金
の
運
用
益
、
補
助
金
等
で
ひ

と
づ
く
り
の
た
め
の
育
成
事
業
と
、
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
助
成
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
育
成
事
業
は
、
2
1
世
紀
の

日
向
市
を
担
う
青
少
年
の
健
全
な
育
成

が
目
的
で
す
。

　
こ
の
夏
、
国
内
訪
問
研
修
や
海
外
派

遣
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
特
に
海
外

派
遣
事
業
で
は
、
市
内
の
中
学
・
高
校

生
と
引
率
者
の
1
1
人
が
、
8
月
1
4
日
か

ら
1
2
泊
1
3
日
の
日
程
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
ゴ
ー
ラ
市
に
お
い
て
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
、
ゴ
ー
ラ
高
校
訪
問
や
市
内
見

学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
海
外
派
遣
研
修
に
つ

い
て
の
報
告
編
介
し
ま
可

友達もいっぱいできた！

㊥の動き

．21

　　ケ　／

　　、
、　’

趣
休日は家族でお出かけ

累
幌
眺
擁
誓
え
て
く
れ
ま
し
た
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戸亀司
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●国際交流員になりたい

川園　響■さん
（冨口冨校　3年）

　　　ボ　　▼爺

直ζ
●トラブルなくよかった

田中　鷲悼さん・引畢

（市学国教胃，　田田主事）

’
「
・
．
凱
．
、

．．・一． @．．　　　　・　　　㌦　　　　．　、．’　～

寒17・．．．∵紅．議窒1：i貌．．．：

載．』　ゴ流窯．！：夢．．．2淑、馳評多恥潅

ゴーラ高校生たちと干し草の上で仲艮く記念撮影

この経．験からオーストラリ

アの文化を学び、とても勉

強になりました　向こうで

体験することがf11∫もかも初

めてで、授業中でもパンを

食べたり蒔楽を聴いたりと

自山なところが・番印象に

残っています．海外研修に

参加して私は国際交流員に

なりたいと決心しました．

9人配員が仲よく、トラブ

ルもなく全研修日程を無事

消化できたことが番の再

びです．また、あちこちで

彼らの研修態度のよさや英

陪力を褒められ、引率者と

して誇りを感じます＝この

貴噴な体験は、今後の彼ら

の生き方に人きな意味合い

をもつものと思います．

一
1
1

ゴレラゆは

人も街も最高でした

「
響、－‘ 秩`r

邑．愚

r
’
「

｝

卜
■

市
内
の
保
育
園
を
訪
問
。

た
。

い
っ
し
ょ
に
砂
遊
び
を
し
ま
し

無．灘癩
●いい経験になりました

ジョセブイン・ガスケルさ

ん・引引（ALT莫国助手》

研修生は、外国の生活や文

化を体験し、自国との違い

に気づくとともに英計臼こ1「1

信を持ついい機会になった

と思います．私自信も、彼

らがオーストラリアを知る

姿を見ていい経験になりま

したし、久しぶりに家族に

会い、いかに日本を楽しん

でいるかが分かりました．

●
入
場
料

●
問
い
合
わ
せ

墜

●．
畢
蓑
」
．

●
日
時
　
　
　
　
　
　
（
金
）
1
3
時
～

●
会
場
　
日
向
市
中
央
公
民
館

●
講
演
　
　
　
「
見
え
て
き
た
エ
ア
ロ
ト
レ
イ
ン
」
（
仮

題
）
．
　
「
未
来
自
動
車
は
こ
う
な
る
」
（
仮
題
）
外

　
　
　
　
圧
n
斗

市
企
画
課
（
奮
内
線
2
2
1
5
）

．一』6

　　　一無

‘．璽皇

＼．9「

・
，
埼

－
惑

、
、〃

α

岬巳，．己亀酢

ト≒．≧へ・

♪一五駐
礁．｛L‘

篭
趨
　
撫

一
三
一

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

11

獅
Q
9
日

現
在
、
美
々
津
の
旧
り
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ

ー
実
験
施
設
を
利
用
し
て
、
未
来
の
交
通

シ
ス
テ
ム
「
エ
ア
ロ
ト
レ
イ
ン
」
の
研
究

開
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
2
1
世
紀
の
主

役
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
「
エ
ア
ロ
ト
レ

イ
ン
」
を
、
広
く
内
外
に
情
報
発
信
す
る

た
め
に
「
未
来
交
通
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0

0
2
i
n
日
向
」
を
開
催
し
ま
す
。
講
師

ま
、
エ
ア
ロ
ト
レ
イ
ン
の
研
究
、
開
発
を

進
め
て
い
る
東
北
大
学
小
濱
泰
昭
教
授
や
、

世
界
最
速
の
電
気
自
動
車
の
開
発
を
行
っ

て
い
る
慶
応
大
学
清
水
浩
教
授
な
ど
、
日

本
を
代
表
す
る
著
名
人
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
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油
ん
で
い
ま
す

　
こ
の
度
の
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
集
団

感
染
に
つ
き
ま
し
て
は
、
賢
態
を

深
く
．
反
省
し
、
市
政
へ
の
信
頼
を

回
復
す
る
た
め
に
金
力
を
尽
く
し

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
．
．
今
月

号
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
対

応
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま

す
．　

市
で
は
、
現
在
、
全
職
員
が
、

被
害
者
の
方
々
に
対
す
る
救
済
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

今
後
と
も
誠
意
を
持
っ
て
対
応
し

て
参
り
ま
す
．
、
ま
た
、
集
団
感
染

の
原
因
に
つ
き
ま
し
て
も
、
徹
底
．

し
た
原
因
の
究
明
に
向
け
て
、
学

識
経
験
者
を
加
え
た
市
の
「
レ
ジ

オ
ネ
ラ
菌
原
因
究
明
等
委
員
会
」

を
設
置
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
、

▽
経
過
報
告

6
月
2
0
日
　
温
泉
竣
n
式
、
体
験

人
浴
（
～
2
1
日
ま
で
）

7
月
1
日
　
温
泉
オ
ー
プ
ン

7
月
1
9
日
　
日
向
保
健
所
か
ら
温

泉
水
の
採
取
、
管
理
状
況
等
調
査
、

指
導
を
受
け
る
。

7
月
2
4
日
　
温
泉
営
業
中
止

7
月
2
5
日
　
水
質
検
査
の
結
果
、

基
準
よ
り
非
常
に
高
い
値
の
レ
ジ

オ
ネ
ラ
菌
を
検
川
　
ほ
向
保
健
所

か
ら
冠
着
に
よ
り
営
業
自
粛
の
．
嬰

請
を
受
け
る
．

7
月
2
7
日
　
「
日
向
サ
ン
パ
ー
ク

温
泉
施
設
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
対
策
本

部
」
を
離
脱

7
月
3
0
日
　
日
向
保
健
所
か
ら
営

業
停
止
の
命
令
（
営
業
停
止
期
間

7
月
3
0
日
～
9
月
2
7
日
）

8
月
5
日
　
　
「
1
1
向
サ
ン
．
パ
ー
ク

温
泉
施
設
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
被
害
対

策
室
」
を
設
置

8
月
1
2
日
　
日
向
市
議
会
が
レ
ジ

オ
ネ
ラ
症
に
関
す
る
特
別
委
員
会

を
設
置

8
月
2
3
日
　
日
向
市
議
会
特
別
委

員
会

9
月
2
日
　
全
職
員
に
よ
る
被
害

者
と
の
補
償
交
渉
を
開
始

9
月
2
6
日
　
H
向
保
健
所
か
ら
営

業
停
止
期
間
の
変
庭
命
令
〔
営
業

停
止
期
間
7
月
3
0
H
～
H
月
2
6
目
）

9
月
3
0
日
　
目
向
市
議
会
9
月
定

例
会
（
～
m
月
1
7
目
）

豹0

獅
X
日
　
H
向
市
議
会
特
別
委

員
会

10

獅
Q
1
日
　
H
向
サ
ン
パ
ー
ク
温

泉
施
設
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
原
因
究
明

等
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
●

　
．
平
成
1
5
年
4
月
l
H
か
ら
施
行
　
　
施
設
を
は
じ
め
、
各
障
害
者
．
史
生

さ
れ
る
支
援
費
制
度
に
つ
い
て
市
　
　
施
設
、
授
産
施
設
な
ど
が
あ
り
ま

は
、
．
喉
成
1
4
年
－
H
月
i
1
1
か
ら
申
　
　
す
．
．

請
受
付
を
開
始
し
ま
す
、
市
内
に
　
　
　
支
援
費
の
申
．
・
而
は
、
受
け
よ
う

居
住
す
る
障
害
者
（
児
）
及
び
保
　
　
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
に

護
者
の
方
で
、
．
燕
石
1
5
年
　
　
　
　
　
　
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ

4
月
以
降
、
・
の
支
援
費
　
度
　
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

制
度
に
移
行
す
る
膜
口
者
　
制
　
申
請
後
、
サ
吉
・
の
要

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
　
　
駐
　
　

否
を
決
定
す
る
た
め
に
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窒

緬
鴇
質
置
¶
．
、
を
割
前
聾
騒
謹
編

帰
属
製
と
は
・
サ
　
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
．
．
そ
の
結
果
、
支

ー
ビ
ス
の
内
容
を
行
政
が
す
援
費
の
支
給
が
認
め
ら
れ

決
定
し
て
い
た
こ
れ
ま
で
ま
た
障
害
者
や
保
護
者
に
は
、

の
よ
う
な
措
置
制
度
と
は
　
　
h
ワ
　
　

受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
、

異
な
り
、
障
害
者
自
ら
が
ま
障
宝
口
者
の
皆
さ
ん
は
そ
の

けコ

ｹ
勘
軸
鷲
鑓
動
軸
猶
礫
携
拝
ゲ

約
を
結
び
掌
ビ
ス
の
提
が
事
業
者
・
施
設
と
契
約
を

供
を
受
け
る
と
い
う
障
害
　
付
　
行
な
い
サ
ー
ビ
・
の
提
供

者
の
立
場
慮
っ
た
制
度
　
受
　
を
受
け
る
・
・
と
と
な
り
ま

で
す
．
、
こ
の
と
き
の
サ
ー
　
　
　
　
　
　
　
す
．
．
．

ビ
ス
提
供
に
か
か
っ
た
費
　
　

■】

禔
@
　
　
た
だ
し
、
現
在
、
支
援

用
は
、
支
援
費
と
し
て
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
制
度
へ
移
行
す
る
サ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

か
ら
事
業
者
・
施
設
へ
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
障
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

払
わ
れ
ま
す
（
代
理
受
領
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
（
児
V
及
び
保
護
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆
さ
ん
へ
は
、
別
途
、
そ

　
こ
の
支
援
費
制
度
に
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

行
ず
る
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
　
　
　
　
　
　
の
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て

居
宅
生
活
支
援
と
し
て
ホ
ー
ム
へ
　
　
利
用
す
る
た
め
の
申
請
書
と
パ
ン

ル
ブ
サ
ー
ビ
ス
や
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
　
　
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
し
ま
す
，

サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
　
　
　
詳
し
く
は
、
市
福
祉
奮
務
所
障

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
施
設
訓
練
　
　
害
福
祉
係
（
容
内
線
2
1
7
1
・

等
支
援
と
し
て
身
体
障
害
者
療
養
　
　
2
1
7
4
）
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？

昌

くp

z

＝
r市

刃訟
琴

切
磋
琢
磨
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運
動
会
の
シ
ー
ズ
ン
、
宮

崎
に
住
む
2
歳
に
な
る
孫
の

保
育
園
か
ら
の
通
信
の
山
－
に
．

「
か
け
っ
こ
が
と
て
も
得
意
」

と
あ
り
ま
し
た
．
思
え
ば
娘

が
小
学
校
6
年
生
の
時
、
市
．

の
記
録
会
で
1
位
の
記
録
証

を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
．
．
そ
の
影
響
を
受
け
た

の
で
し
ょ
う
．
．
小
1
の
兄
の

や
ろ
こ
と
す
べ
て
に
挑
戦
、

そ
の
た
く
ま
し
さ
に
は
驚
か

さ
れ
ま
す
．
．
f
供
は
こ
の
様

に
切
磋
琢
磨
し
て
「
生
き
ろ

力
」
を
、
そ
し
て
潜
在
能
力

を
伸
ば
す
の
で
す
．

　
今
、
我
が
国
の
少
．
r
化
問

題
は
深
刻
で
す
．
．
放
っ
て
お

け
ば
国
家
の
将
来
に
大
き
な
…

禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま

す
．
．
未
来
を
担
う
f
供
た
ち

が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育

ま
れ
る
環
境
を
創
出
す
る
こ

と
が
い
か
に
噴
．
要
で
あ
る

か
、
改
め
て
認
識
を
深
め
た

い
も
の
で
す
．

㊥唖
10年後の
日向市に
夢を

日向市駅周辺地区の街なか魅力再生に取り

組む、冨崎県と市は10月3日、冨高小学

校の6年生97人を対象に、「まちつくり課

外授業」を行いました。ここでは、その授

業の様子を報告します。

全グループの榎型を合体（下）児童の質問に箸える内藤助教授（前から3列目の中央）

履
輩
ド
い

　
授
業
は
、
講
師
に
景
観
・
建
築

界
の
国
内
第
．
線
で
活
躍
し
、
市

の
ま
ち
づ
く
り
に
も
関
わ
る
篠
原

修
東
京
大
学
教
授
と
内
藤
廣
同
助

教
授
の
2
人
を
招
い
て
開
か
れ
ま

し
た
．
「
m
年
後
の
日
向
・
・
そ

し
て
私
」
が
テ
ー
マ
．
．
児
蘭
た
ち

は
9
つ
の
グ
ル
ー
フ
に
分
か
れ
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ま
ち
づ
く
り
案

を
、
事
前
に
「
ま
ち
か
ど
調
査
」

な
ど
を
行
い
作
成
．
．
講
師
と
も
手

紙
で
の
や
り
と
り
を
行
い
ま
し

た
．
．
提
案
は
具
体
的
に
模
型
に
し

ま
し
た
．

　
漠
型
は
、
白
分
の
一
の
大
き
さ
．
団

「
心
や
す
ら
ぐ
町
づ
く
り
」
「
ク
リ

ー
ン
で
グ
リ
ー
ン
の
多
い
シ
テ

ィ
」
な
ど
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
作

舗
、
臥
騨

ら
れ
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
は
、

そ
の
模
型
を
前
に
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
提
案
を
講
師
に
説

明
し
、
そ
の
後
、
講
師
か
ら
講
評

を
受
け
て
い
ま
し
た
．

　
最
後
に
、
鉄
道
高
架
部
模
型
を

中
心
に
し
て
金
て
の
模
型
を
合
体

さ
せ
る
と
、
児
童
の
提
案
し
た
m

年
後
の
巨
向
市
駅
周
辺
地
区
が
現

れ
ま
し
た
，
篠
原
教
授
は
、
「
ま

ち
づ
く
り
は
算
数
な
ど
と
違
い
、

答
え
は
．
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．

模
型
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ
り
、

お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
．
色
彩

感
覚
、
セ
ン
ス
が
と
て
も
よ
く
、

き
っ
と
口
向
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

も
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
感

想
を
語
り
ま
し
た
．
．

艦零

　　

ﾖ
轟

　
揖

　
つ
　
・
・

一
、
．
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．
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、

陰癬
9

〕
●
導

．
耀

’

．
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層
雷

模型を使い発表する児童（中・右）

L　　　l
児璽に購評する綴原教授



トピックス

■．一

「』
一地

域
環
境
美
化

功
労
者
・
団
体
を
表
彰

　
市
は
、
1
0
1
1
4
日
、
地
域
環
境

美
化
功
労
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
で
の
清
掃
活
動
、

環
境
美
化
に
関
し
、
功
績
の
あ
っ

た
団
体
や
個
人
に
感
謝
し
、
併
せ

て
地
域
の
環
境
美
化
に
対
す
る
関

心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
で
す
．
．

　
市
．
長
室
で
山
本
市
．
長
か
ら
「
目

頃、

ｩ
ら
地
域
の
環
境
美
化
に
ご
尽

力
を
い
た
だ
き
感
謝
し
ま
す
」
と

表
彰
状
が
r
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
被
表
彰
者
・
団
体
は
次
の
と
お

り
で
す
．
一
（
敬
称
略
）

▽
日
高
旺
．
（
堀
一
方
区
・
毎
朝
、

米
の
山
人
口
か
ら
．
頂
ヒ
ま
で
の
道

路
を
清
掃
し
て
い
る
）
、
安
藤
義

存
（
笹
野
東
区
・
諏
訪
神
社
境
内

や
周
辺
市
道
の
空
き
缶
拾
い
と
草

刈
を
し
て
い
る
）
、
橋
口
実
（
高

松
区
・
定
期
的
に
地
区
公
園
や
墓

地
の
清
掃
を
し
て
い
る
）
、
疋
川

清
・
疋
田
初
f
（
八
幡
区
・
年
間

2
4
0
－
1
に
わ
た
り
ご
夫
婦
で
資

源
物
の
収
集
・
立
会
い
や
墓
所
の

清
掃
を
し
て
い
る
）
、
比
良
区
壮

年
部
（
黒
木
弘
次
代
表
ほ
か
4
2

人
・
昭
和
”
｝
年
に
設
疏
し
て
以

来
、
市
内
一
斉
清
掃
に
あ
わ
せ
、

塩
見
川
堤
防
の
草
刈
・
空
き
缶
拾

い
な
ど
を
し
て
い
る
V

甲
じ霜［

噸
．

．
貌
∵
昌

P
．
．
．

P

一今
年
は

聖
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た

　
日
向
卜
κ
夜
祭
り
が
9
月
2
1

日
、
”
｝
口
、
中
心
市
街
地
で
開
か

れ
ま
し
た
．
．

　
今
年
は
、
日
向
人
郷
地
域
の
芸

能
を
．
堂
に
披
露
す
る
目
向
民
国

．
封
川
流
域
民
俗
芸
能
祭
も
、
1
1
向

市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
交
流
広
場

で
併
せ
て
開
か
れ
ま
し
た
．
．

　
祭
り
で
は
、
舞
踊
隊
や
見
処
て

細
．
し
な
ど
趣
向
を
こ
ら
し
た
出
し

－
皇

物
が
、
大
勢
の
見
物
客
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
．
．
純
白
の
ド
レ
ス
姿
で

ミ
ス
ト
κ
夜
が
街
頭
．
パ
レ
ー
ド
を

行
う
と
、
沿
道
か
ら
盛
ん
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
．
中
央
の
ス
テ

ー
ジ
で
は
、
ダ
ン
ス
や
日
本
舞
踊

な
ど
の
出
し
物
が
披
露
さ
れ
て
い

ま
し
た
．
．
今
年
は
好
天
に
も
恵
ま

れ
、
各
舞
踊
隊
は
最
後
ま
で
．
建
武

に
踊
っ
て
い
ま
し
た
．
、

種
”
直
す
と

．
i
歴

　
体
育
の
日
の
m
．
月
1
4
日
、
ス
ポ

ー
ツ
で
健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く

り
な
ど
を
し
ょ
う
と
、
「
日
司
市

ス
．
ホ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

人
会
」
が
サ
ン
ド
ー
ム
ー
1
向
な
ど
、

市
内
6
会
場
で
開
か
れ
ま
し
た
．

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
テ
ニ

ス
、
ペ
タ
ン
ク
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
競
技
の
4
競
技
が
行
わ
れ
ま

し
た
、
．

■
　
　
　
■

　
お
倉
ケ
浜
総
合
公
園
運
動
広
場

で
は
ヘ
タ
ン
ク
競
技
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
．
．
．
ペ
タ
ン
ク
は
、
南
フ
ラ

ン
ス
’
。
」
生
ま
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
、

1
1
標
に
な
る
赤
い
．
k
に
、
白
亜
の

玉
を
よ
り
近
づ
け
る
と
い
う
も

の
．
．
ピ
ー
球
遊
び
に
よ
く
似
た
競

技
で
す
．
．
ね
ら
い
ど
お
り
に
転
が

る
と
、
思
わ
ず
歓
声
が
あ
が
っ
て

い
ま
し
た
．

（

泌，
賜

しる
1　違
漣＝‘製停．」

．
．
冨
圃
「

、
百
自
．

　
芯

　
鴇

「p．
．
「
羊

　
　
鶉
．
・
イ
・
．
　
響

勇
∴
［
ー
ゴ

　
、
　
　
　
．
て

5
¶
、

　
聾
．
　
　
，

，
　
．

開
■
．

’
　
「
．　

’
’

r
i
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瀞

…
●
．

一4
年
制
大
掌
を

卒
業
す
る
夢
を
果
た
し
た
い

　
放
送
人
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

．
平
成
1
4
年
度
第
－
学
期
「
卒
業
障

囲
∵
学
位
記
授
与
式
」
お
よ
び
2

学
期
「
入
学
者
の
集
い
」
が
1
0
月

5
日
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま

し
た
、

　
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー
で
学
ん
だ

卒
業
生
は
博
人
．
金
子
所
．
長
か
ら

出
席
し
た
卒
業
生
－
人
ひ
と
り
に

卒
業
証
書
・
学
位
記
が
手
渡
さ
れ

　
　
　
　
　
　
く
に
し
げ

ま
し
た
．
、
栗
本
邦
茂
さ
ん
（
σ

歳
一
中
町
）
が
卒
業
生
を
代
表
し

て
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
．
、
引
き
続

まζの話題

「

き
開
か
れ
た
「
入
学
者
の
集
い
」

　
　
　
　
　
か
ず
み

で
は
、
高
山
和
美
さ
ん
（
写
真
”

20

ﾎ
・
美
々
津
）
が
教
養
学
部
入

学
者
を
代
表
し
て
「
4
年
制
大
学

を
卒
業
す
る
夢
を
果
た
し
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
、

　
現
在
、
同
大
学
で
学
ぶ
学
生
は

全
国
で
約
9
万
人
、
、
今
年
度
か
ら

大
学
院
（
文
化
学
研
究
科
）
も
始

ま
り
、
同
セ
ン
タ
ー
に
は
今
回
の

人
学
者
を
含
め
て
5
6
1
人
が
教

養
学
部
に
在
籍
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
．
、

’％

■
　
　
晦

コ
，
眞
　
．
・

．
”
β

匡

4

＼．ノ

1

．
バ

　
．
，萄

二
、

…
．
：
…
　
　
．
i
●
…

一絵
画
3
0
6
点
を

ひ
わ
り
絵
画
展
で
展
示

　
．
平
成
1
4
年
度
（
第
9
回
）
ひ
ま

わ
り
絵
画
展
が
1
0
月
1
5
－
－
～
2
1
日

ま
で
、
ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
日
向
の
催

事
場
．
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
「
市
の
花
」
で
あ
る
ひ

ま
わ
り
を
は
じ
め
「
花
」
を
テ
ー

マ
に
、
市
内
の
小
中
学
生
か
ら
絵

画
を
募
集
し
絵
画
展
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
ゴ
ど
も
た
ち
を
は
じ
め

多
く
の
市
民
に
、
「
花
で
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
の
人
切
さ
」
を
啓

発
し
て
い
く
た
め
に
開
か
れ
た
も

の
で
す
。
絵
画
は
1
8
8
3
点
も

の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
小
学

生
の
2
9
0
点
、
中
学
生
の
1
6
点
》

合
計
で
3
0
6
点
を
展
．
小
し
ま
し

た
．
．
期
間
中
の
会
場
で
は
、
母
親

と
買
い
物
に
来
て
い
た
姉
妹
な
ど

が
、
熱
心
に
展
．
小
さ
れ
た
絵
画
を

鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
．

一海
の
見
え
る

野
外
彫
刻
展
を
開
催
中
で
す

肇
1
　
　
　
　
　
囎

　
日
向
現
代
彫
刻
展
2
0
0
2

は
、
H
月
2
3
日
目
で
日
向
岬
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
で
開
か
れ
て
い
ま

す
。
全
国
の
…
者
名
な
彫
刻
家
な
ど

詔
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
を
作
品

に
し
て
展
．
解
し
て
い
ま
す
．

　
m
月
2
0
H
に
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ
、
彫
刻

　
　
　
　
　
　
ぽ
さ
の
り

展
大
賞
に
は
西
村
正
徳
さ
ん
（
3
5

歳
一
兵
庫
県
．
．
田
市
）
作
「
F
E

E
L
－
N
G
O
F
G
R
E
E
N

B
A
L
L
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
田

西
村
さ
ん
は
「
枠
内
は
私
を
取
り

巻
く
環
境
で
あ
り
、
グ
リ
ー
ン
ボ

ー
ル
は
私
の
代
弁
者
で
あ
る
、
見

て
触
っ
て
共
感
し
て
ほ
し
い
」
と

の
思
い
を
作
品
に
込
め
ま
し
た
．
．

　
市
民
の
投
票
の
結
果
を
参
．
考
に

選
ぶ
市
民
大
賞
の
投
票
は
H
月
m

日
（
正
午
）
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
．

　
　
コ

　
　
　
　

騨
一つ

大
賞
作
品
と
作
者
の
西
村
正
徳
さ
ん
（
と
な

　
　
　
よ
う

り
は
息
子
の
曜
く
ん
・
7
歳
｝



　「情報伝言叛」は、皆さんの臼主

的な活動を応援するコーナーです。

サークル活動などの会員募集やイベ

ントなどの情報をお寄せください。

営利や政治・宗教活動を目的とした

ものはお断りします。

　原稿は、毎月1日までに市総務課

（君内線2234）へ。ただし、紙

面のスペースの関係上、掲載できな

い場合があります。

■石川雅祥　日本画・水墨画個展

●日時　II月14日（木）～11月24

11（LD午前10時～〆i＝後5時まで，

●場所　江川春枝ギャラリー（細島

578望監55－0319）

●石川雅祥氏略歴　京都市立絵画専

門学校日本画専攻（現京都術大）

1982年rfl央展人選など、富島高

校美術部講師

■九州一周浪漫ウォーク（ご案内）

　北九州．市を10月211にスタート

し、68日間に及ぶウォークツアー

です，日向ウォーキングクラブは高

鍋～日向～延岡のコースを全面協

力、この区間をいっしょに「歓迎ウ

ォーク」しませんか＝面目参加がで

きますので、スタート地点に30分

前までに集合してください（毎日、

藺笠町811寺30分L出ブ悉）＝

●日程　11月2011（水）高鍋駅～

都農駅〆21日（木）都農駅～llll山if

I射．こ12211　（金）　ll向1［f駅～延1而馬尺

！24日GD城Ill周辺10キロ〆参加

受付は、’1で日のスタート地点（参加

料300111、ただし延岡大会は50

〔．〕円です〉

●問い合わせ　日向ウォーキングク

ラブ　矢野さん（倉52－3373）

まで，

・
著
者
　
テ
ィ
ム
・
マ
ッ

キ
ー
／
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

・
発
行
所
　
㈱
小
峰
書
店

・
内
容
　
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ

ト
崩
壊
後
の
南
ア
フ
リ
カ

・
著
者
　
笹
田
久
美
子

・
発
行
所
　
成
美
堂
出
版

・
内
容
　
最
近
は
パ
ソ
コ

ン
を
使
う
人
が
増
え
、
目

か
ら
く
る
悩
み
を
抱
え
た

人
が
多
い
よ
う
で
す
．
あ
．

な
た
は
間
違
っ
た
ケ
ア
を

し
て
い
ま
せ
ん
か
．
、

　
目
の
異
常
か
ら
ど
の
よ

う
な
病
気
が
考
え
ら
れ
る

ド
］
捌

●
問
い
合
わ
せ
　
日
向
市

立
図
書
館
（
8
5
4
－
1
9

1
9
）
ま
で
。

「
仁
「
．
輸
」
W
皿

脚

●
未
来
を
信
じ
て

●
よ
く
わ
か
る
目
の

病
気
と
目
の
異
常

図
書
館

ア
一
7
カ
ル
ト

今
月
の

新
刊
で
す

5．‘

づ｝

囲麗■圏團白

目の痂気ど

目の巽常…

の
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
C
か
を
Q
＆
A
で
や
さ
し
く

12

l
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
、
．

　
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ

ン
だ
っ
た
少
年
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
子
ど
も

た
ち
が
希
望
を
語
り
ま
す
。

解
説
し
ま
す
．
．懸

辮
翁

Pr微

ソフトボールチーム瞭灘■●．日冑アン
クルズ、日陶ベアーズの轟なさん

日

　
　
D

が
£
り
ぢ
も
よ
一

　
‘

　県総合公園軟式野球場で9月29日に開かれた宮日旗争奪

県ソフトボール大会で、1部は歌津鮮魚が3年連続12度［1の

優勝。2部は日向アンクルズが初優勝、女子の部でも日向ベ

アーズが優勝し、市役所にその報告に訪れたものです。

　日向勢が全ての部門を制覇し、日向のソフトボールの競技

レベルの高さ、強さを県内にとどろかせるとともに、明るい

話題を提供してくれました。

　
m
月
1
7
目
か
ら
3
日
間

熊
本
市
で
開
か
れ
た
、
第

判
回
技
能
κ
輪
令
国
大
会

に
宮
崎
県
代
表
と
し
て
出

場
し
た
、
．
．
．
樹
智
晃
さ
ん

は
9
月
蜀
日
、
出
場
報
告

に
市
．
長
室
を
訪
ね
、
健
闘

を
誓
い
ま
し
た
．

　
技
能
左
輪
全
国
人
会
は
、

各
県
代
表
の
2
1
歳
以
．
ト
の

技
能
乾
た
ち
が
3
4
の
競
技

で
「
技
能
謡
本
．
」
を
競

う
大
会
．
．
智
晃
さ
ん
は
左

官
競
技
に
出
場
し
ま
し
た
，

　
山
本
市
長
は
、
「
世
の
中

が
ど
ん
な
に
移
り
変
わ
っ

て
も
、
技
能
者
は
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で

す
．
、
ぜ
ひ
が
ん
ば
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し

ま
し
た
．
．

　
智
晃
さ
ん
は
、
．
半
成
B

年
、
r
業
高
校
の
電
気
利

を
卒
業
す
る
と
問
も
な
・
＼

父
親
に
弟
f
人
り
、
．
そ
の

傍
ら
4
月
に
日
向
地
区
高

等
職
業
訓
練
校
に
人
校
し

ま
し
た
．
、
父
親
の
義
喜
さ

ん
の
影
響
で
、
左
官
の
道

を
志
し
た
の
だ
そ
う
で
す
．

来
年
3
月
の
卒
業
を
1
1
指

し
て
い
ま
す
．

　
お
兄
さ
ん
の
繁
貴
さ
ん

も
同
じ
職
場
で
、
昨
年
の

同
五
輪
…
に
、
宜
n
崎
阻
爪
代
表

と
し
て
出
場
し
て
い
ま
す
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
左
官
仕
賢
に
は
「
止
1
1
か

ら
興
味
が
あ
っ
た
」
と
語

る
智
晃
さ
ん
．
．

　
「
白
分
次
第
で
、
（
仕
事

が
）
う
ま
く
出
来
る
か
、

そ
う
で
な
い
か
が
決
ま
る
」

と
い
う
と
こ
ろ
が
、
そ
の

魅
力
だ
と
か
．
い
っ
し
ょ

に
訪
れ
た
訓
練
校
の
辻
忠

義
校
長
は
、
「
2
日
間
通
し

て
の
作
業
．
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
を
整
え
、
あ
せ
ら
ず

に
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

い
ま
し
た
．
…

　
智
晃
さ
ん
は
「
出
場
す

る
か
ら
に
は
、
力
を
出
し

切
り
た
い
」
と
抱
負
を
語

っ
て
い
ま
し
た
一
．

P・礎

元元

潤D　　』◎

曾

三樹　智晃さん
（20歳：中堀町）

日向地区高等職業訓1繰校

綬
麓
五
●
全
国
大
会
「
左
■
」
麗
援
に
出
燭

力
を
出
し
切
り
た
い

で
す
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資
格
を
取
る
た
め
勉
強
し
て
い
ま
す

　
　
　
●

P・着

倒
↓
／

胤
計
＼

し
青
＼

　
＼

P・碗’

田中　蔓佳さん
（20罎＝松鳳）

　小学生の時からバレーボ

ールをしています．今llは、

体育のllの行事に臨時のミ

ニバレーボールチームをつ

くって参加しました。

　資格を取るため、宮崎ll∫

にある．専門学校に毎H通っ

て、医療．事務の勉強をして

います。

　このコーナーでは、みなさ

んの近所の若者や職場のホー

プを紹介しています。紹介し

たい人がいるかたは、市総務

課（費内線2234＞までご

連絡ください．なお、自薦、

他薦は問いません。

　ご連絡をいただいた人は、

広報係が写真を撮りにうかが

います。

佐●　醗史さん
（22罎＝引手）

　JA日向塩見．支店に勤務

して3年目になりました．．

営業li果に所属しています、；

　高校のときに弓道をはじ

め、2年程前から母校の日

向高校弓道部で指導をして

います，．集中ノ」がついて、

いいですね，

母
校
の
弓
道
部
を
指
導
し
て
い
ま
す
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ρ

．
し

一悠
々
バ
ス
更
新
時
期

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
知
歳
以
ヒ
の
人
に
、

宮
崎
交
通
が
発
行
し
て
い
る
高
齢

者
用
バ
ス
定
期
券
「
悠
々
．
パ
ス
」

の
購
入
費
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
．
こ
の
補
助
を
受
け
る
際
に
は
、

市
の
窓
U
で
発
行
し
て
い
る
補
助

券
が
必
要
で
す
．
団
こ
の
補
助
券
が

な
い
と
、
定
期
券
の
更
新
の
時
で

も
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
．
宮

崎
交
通
で
「
悠
々
パ
ス
」
を
購
人

す
る
前
に
市
民
健
康
管
理
セ
ン
タ

ー
の
窓
H
で
補
助
券
の
発
行
を
受

け
て
く
だ
さ
い
．
．
補
助
券
発
行
の

と
き
に
必
．
要
と
な
る
も
の
は
、
．
！

さ
わ
や
か
7
0
証
明
書
、
2
印
鑑
、

．
3
現
在
持
っ
て
い
る
悠
々
．
パ
ス

（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）
．
旧

　
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
高
齢
者

禰
祉
係
（
倉
内
線
2
1
6
8
、
2

1
6
9
）
ま
で
．
、

鉄
道
菖
架
工
事

が
始
ま
り
ま
し
た

日
向
い
旧
駅
付
近
に
お
い
て
、
交

通
渋
滞
や
踏
切
事
故
の
解
消
、
都

市
環
境
や
都
市
機
能
の
向
k
を
図

る
た
め
進
め
ら
れ
て
き
た
鉄
道
高

架
（
J
R
巨
腹
本
線
目
向
地
区
連

続
h
硫
体
交
差
事
業
V
の
本
体
L
事

が
始
ま
り
ま
し
た
．
．

　
L
事
は
、
原
町
踏
切
付
近
と
亀

ヶ
崎
踏
切
付
近
か
ら
肴
手
し
、
．
平

成
1
8
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て

い
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
日
向
h
木
事
務

所
道
路
課
　
道
路
建
設
係
（
宕

52

P
4
1
7
1
）

一市
毘
縮
さ
ん
豊
本
計

画
を
変
里
し
ま
し
た

　
目
向
市
史
編
さ
ん
委
員
会
は
、

こ
の
た
び
市
史
編
さ
ん
基
本
計
画

を
変
更
し
ま
し
た
、

　
市
日
編
さ
ん
事
業
は
、
．
平
成
m

年
度
に
着
r
し
、
市
内
外
の
資
史

料
の
調
査
・
収
集
を
進
め
な
が

ら
、
そ
の
数
疑
や
内
容
に
つ
い
て

検
討
を
亟
ね
て
き
ま
し
た
．
．
そ
の

結
果
、
編
さ
ん
期
間
を
9
年
間

（．

ｽ
成
m
年
度
～
1
8
年
度
）
、
巻
構

成
を
1
1
巻
（
通
史
ヒ
下
、
資
料
編

6
巻
、
民
俗
文
化
財
編
、
自
然
編
、

写
真
集
）
に
変
．
史
す
る
こ
と
と
し
、

併
せ
て
史
料
目
録
を
作
成
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
．
．．

．
－
■
○
．

　
こ
れ
で
よ
り
．
層
、
市
史
編
さ

ん
の
1
1
的
や
基
衣
方
針
に
か
な
っ

た
刊
行
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

す
．　

詳
し
く
は
市
総
務
課
市
史
編
さ

ん
室
（
麿
5
4
－
2
6
2
3
）
ま
で
団
．

一　
納
付
雷
・
領
収
（
納
付

　
受
託
）
証
書
は
大
切
に

　
国
民
年
金
事
務
の
見
直
し
に
よ

．
り
、
国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
事

　
務
は
、
．
平
成
1
4
年
度
か
ら
国
（
社

会
保
険
庁
）
が
直
接
行
う
こ
と
と

　
な
り
ま
し
た
一
．

　
　
今
ま
で
は
、
国
民
年
金
保
険

料
・
国
民
健
康
保
険
税
及
び
介
護

保
険
料
納
付
済
通
知
朔
日
を
市
か
ら

交
付
し
、
申
告
時
に
ご
利
用
い
た

　
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た

　
が
、
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
き
ま

　
し
て
は
、
．
平
成
1
4
年
中
に
市
の
納

付
書
で
納
め
ら
れ
た
金
額
、
の
み
の

証
明
と
な
り
ま
す
。
一

　
　
し
た
が
っ
て
平
成
1
4
年
度
分

　
（
4
月
分
以
降
）
及
び
過
年
度
分

　
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
証
明
し
た

金
額
に
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、

確
定
申
告
及
び
年
末
調
整
時
に

は
、
納
付
鐘
訂
・
領
収
（
納
付
受
託
）

証
井
が
併
せ
て
必
要
と
な
り
ま
す

　
の
で
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
　
市
・
市
民
課
年

金
係
（
君
内
線
2
1
3
7
）

一日
向
岬
ぐ
る
り

　
一
周
ウ
ォ
ー
ク

　
秋
の
澄
ん
だ
空
気
の
中
、
風
光

明
媚
な
目
向
岬
を
、
凝
然
に
親
し

み
な
が
ら
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
、
名
所
・
旧
跡
な
ど
見
ど

こ
ろ
い
っ
ぱ
い
の
目
書
論
を
、
チ

ェ
ッ
ク
．
ホ
イ
ン
ト
ク
イ
ズ
に
答
え

な
が
ら
楽
し
く
歩
．
き
ま
す
．

　
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
進
膿

す
る
ほ
か
、
完
歩
＆
ク
イ
ズ
面
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
歩
．
数
計
ほ

か
多
数
の
商
品
が
当
た
る
お
楽
し

み
抽
選
会
も
行
い
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
．
．

●
と
き
　
1
1
月
2
3
日
（
ヒ
）
勤
労

感
謝
の
日
、
午
前
8
時
3
0
分
～

●
集
合
場
所
　
日
向
岬
グ
リ
ー
ン

．
、
ー
ク

ノ●
コ
ー
ス
　
ー
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
、
ψ
サ
ン
ボ
ウ
、
・
」
ク
ル
ス
の

海
『
レ
文
字
』
、
④
馬
ケ
背
、
㊨
．

黒
田
の
家
臣
、
⑥
御
鉾
ケ
浦
、
「
7

米
の
山
、
ま
で
の
約
9
キ
ロ
の
コ

ー
ス
で
す
．
、

●
参
加
料
　
無
料

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
　
市
社
会

O
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
．
．
」

体
育
課
（
容
内
線
2
4
5
2
V
ま

で
．
．※

弁
当
、
水
筒
、
雨
具
は
ご
持
参

く
だ
さ
い
団
．

　
小
雨
決
行
で
す
（
実
施
は
朝
7

時
ま
で
に
決
定
し
ま
す
）
．
団

一学
習
瀦
表
会

と
バ
ザ
ー
を
開
催

　
日
向
養
護
学
校
第
2
5
回
学
習
発

照
会
と
バ
ザ
ー
を
開
き
ま
す
　
ぜ

ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
．

●
日
時
　
H
1
1
3
0
巨
（
ヒ
）
9
時

鋤
分
～
1
4
時
3
0
分

差
場
所
　
日
向
養
護
学
校
　
体
育

館
・
．
ア
レ
ー
ル
ー
ム
・
中
庭
他

●
内
容
　
午
前
／
f
ど
も
た
ち
に

よ
る
学
習
発
表
会
、
午
後
／
P
T

A
に
よ
る
食
品
・
物
品
バ
ザ
ー

●
バ
ザ
ー
物
品
募
集
　
ご
家
庭
で

不
要
に
な
っ
た
物
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
バ
ザ
ー
の
物
品
と
し
て
提
供

し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

　
た
だ
し
到
着
に
つ
い
て
は
、
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
除
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
、
こ
ち
ら
か
ら
取
り
に
参
り

ま
す
。

●
締
め
切
り
　
H
1
1
2
8
目
（
木
）

●
問
い
合
わ
せ
　
目
向
養
薩
学
校

（
a
5
4
1
9
6
1
0
）

一日
比
野
克
彦

　
公
開
制
作
を
見
よ
う

　
日
比
野
克
彦
さ
ん
が
、
H
向
市

で
公
開
制
作
を
行
い
ま
す
．

　
著
名
な
作
家
の
作
品
制
作
過
程

を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
、

ま
た
と
な
い
機
会
で
す
．
ト
ー
ク

を
交
え
な
が
ら
の
公
開
制
作
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
、

●
制
作
テ
ー
マ
　
宮
崎
の
「
人
・

文
化
・
自
然
」
～
日
向
市
～

●
日
時
　
H
1
1
2
8
日
（
木
V
午
後

－
時
～
4
時

●
場
所
　
日
向
市
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル

●
入
場
料
　
無
料
　
　
（
※
≧
校
等

団
体
で
の
見
学
の
場
合
、
督
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

●
問
い
合
わ
せ
　
市
社
会
教
育
課

文
化
係
（
雪
内
線
2
4
2
5
）

　
　
　
ロ
ヨ
　
に
ヒ
さ
く
　
マ
ノ
ミ
さ
　
ミ
コ
セ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘

～

一な
る
ほ
ど
一
・

よ
く
分
か
る
人
権

　
1
2
月
4
日
～
1
0
目
は
人
権
週
間

で
す
．
、
そ
こ
で
1
2
月
6
U
、
市
は

　
　
　
　
　
　
ρ

第
蜀
回
「
岡
和
」
問
題
市
民
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
．
、

　
講
師
の
北
口
末
広
さ
ん
は
、
人

権
問
題
に
つ
い
て
令
国
で
も
一
番

注
目
さ
れ
て
い
る
講
師
の
．
人

で
、
「
講
演
の
内
容
も
良
か
っ
た

が
、
と
に
か
く
寸
忠
い
」
と
そ
の

講
演
会
は
全
国
各
地
で
人
好
評
で

す
。
「
差
別
と
は
何
か
」
「
達
別
は

な
ぜ
な
く
な
ら
な
い
の
か
」
等
の

課
題
を
、
具
体
的
事
例
で
ク
イ
ズ

形
式
等
を
交
え
な
が
ら
、
楽
し
く
、

的
確
に
、
分
か
り
や
す
く
紹
介
し

ま
す
．
、

　
多
く
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
．
．

●
日
時
　
1
2
月
6
目
（
金
）
、
午

後
－
時
3
0
分
～

●
会
場
　
市
中
央
公
民
館

●
講
師
　
北
口
末
広
さ
ん
（
近
畿

大
学
教
授
）

●
演
題
　
「
変
革
の
時
代
と
人
権
」

　
　
　
　
　
I
－
私
た
ち
の
課
題
1

●
問
い
合
わ
せ
　
市
企
画
課
同
和

対
策
係
（
麿
内
線
2
2
1
7
）

一土
木
の
日

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

●
と
き
　
1
1
1
1
1
6
H
（
七
）
、

前
9
時
3
0
分
～
1
2
時
3
0
分

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
前
広
場

●
主
な
イ
ベ
ン
ト

午

　
　
　
　
　
　
　
　
綿
菓
～
販

売
、
ク
イ
ズ
、
写
真
展
、
餅
ま
き
、

花
の
種
子
無
料
配
布
、
建
設
機
械

な
ど
の
展
示
、
ミ
ニ
盆
栽
作
り
、

績
み
木
遊
び
、
風
船
の
無
料
配
布

等※
雨
天
の
場
合
は
1
1
月
2
3
日
（
ヒ
）

に
順
延
し
ま
す
．
．

●
問
い
合
わ
せ
　
日
向
上
木
聾
務

所
（
容
5
2
1
4
1
7
1
）
ま
で
。

一成
人
式

実
行
委
員
の
三
三

　
あ
な
た
が
成
人
式
を
計
．
画
・
運

営
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
市
教
育
委
員
会
で
は
実
行
委
．
一
1
〔

を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
，

●
対
象
　
お
お
む
ね
1
8
歳
か
ら
3
0

歳
の
人

●
内
容
　
式
典
や
イ
ベ
ン
ト
の
運

営
、
お
よ
び
成
人
式
の
内
容
の
検

ム
討●

実
行
委
員
会
　
週
－
回
、
午
後

7
時
か
ら
行
い
ま
す
、
．

●
申
込
期
限
　
H
月
1
2
日
（
火
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
　
市
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
（
雪
内
線
2

4
2
4
V

藤
就
せ
ん
か

　
平
成
1
5
年
の
「
成
人
式
」
式
典

の
参
加
者
を
次
の
要
領
で
受
け
付

け
ま
す
．
、

●
式
典
日
時
　
平
成
1
5
年
－
月
1
2

日
（
日
）
　
午
前
9
時
3
0
分
受
付
、

10

條
J
式

●
式
典
会
場
　
日
向
市
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー

●
対
象
者
　
昭
和
訂
年
4
月
2
H

か
ら
昭
和
5
8
年
4
月
－
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

●
申
込
方
法
　
今
年
1
0
月
－
日
現

在
で
住
民
票
が
日
向
市
に
あ
る
人

に
は
直
接
ご
案
内
し
ま
す
．

　
そ
れ
以
外
の
人
は
、
郵
便
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年

月
1
1
、
世
帯
・
王
の
氏
名
、
連
絡
先

電
話
番
号
を
記
入
し
、
市
社
会
教

育
課
に
お
送
り
く
だ
さ
い
．
．

●
申
込
期
限
　
1
1
月
2
9
日
（
金
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
　
市
教
育

委
員
会
社
会
警
課
（
倉
馳
引
「
■

4
2
4
）「動

稚
固
児

を
召
集
し
ま
す

　
学
校
法
人
五
幼
稚
園
は
、
学
校

教
育
法
及
び
幼
稚
園
設
置
基
准
・
の

厳
し
い
水
準
を
満
た
し
、
文
部
科

学
省
・
県
知
事
か
ら
認
可
を
受
け

て
設
L
吐
さ
れ
て
い
る
幼
稚
園
で

す
．
．　

こ
の
学
校
法
人
疏
幼
稚
園
で

は
、
H
月
－
日
か
ら
平
成
1
5
年
度

の
幼
稚
園
児
を
募
集
し
ま
す
，
募

集
す
る
児
竜
は
、
満
3
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
た
児
童
か
ら
で
す
．
団

　
兄
弟
姉
妹
の
少
な
く
な
っ
た
今

日
、
3
歳
か
ら
の
3
年
保
育
が
理

想
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．
、

●
日
向
市
学
校
法
人
立
幼
稚
園

▽
日
向
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
（
君

ヅ
ー
2
9
4
8
〕
▽
南
1
1
向
天
使

幼
稚
園
〔
容
濁
I
1
6
8
1
）
▽
財

光
芋
幼
稚
園
（
容
5
4
－
－
3
3
1
7
）

▽
財
光
き
南
幼
稚
園
（
君
5
4
1
6

5
0
0
）
▽
富
高
幼
稚
園
〔
倉
5
2
－
－

3
7
3
6
）
▽
日
知
屋
幼
稚
園
（
君

52

@
2
4
7
5
）
▽
大
E
谷
幼
稚

園
（
麿
甜
　
4
3
4
0
）
▽
日
知
屋

東
幼
稚
園
口
脇
4
1
5
1
X
順

不
同
）

：
■



朋
治
の
町
村
合
併
㎞

シ
リ
ト
ズ

36

弓

　ゲゴ・み1
　マじ　　　ド　　　じ

　雛縫
1猷擁
1麟

藷
鯵
輩

灘
穂
懸

輿
縫
難
爺
磯
」

〃
，

　
江
．
1
1
時
代
か
ら
交
通
の

．
要
所
や
農
業
適
地
と
し
て

発
達
し
て
き
た
H
本
の
町

村
は
、
近
代
的
地
方
自
治

制
度
で
あ
る
明
治
望
（
1
8

8
8
＞
年
の
市
制
町
村
制
の

施
行
で
、
現
在
の
原
型
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
．
宮

崎
県
は
3
9
3
あ
っ
た
町

村
が
6
町
心
心
に
な
っ
て

い
ま
す
．
．

　
現
在
の
日
向
市
域
で
ば
、

細
島
町
、
富
高
村
、
岩
脇

付
、
竣
々
津
村
の
1
町
3

付
が
誕
生
し
ま
し
た
．
そ

こ
で
、
今
月
と
来
月
は
当

時
の
町
村
の
合
併
の
経
過

を
紹
介
し
ま
す
．

　
細
島
町
は
、
も
と
は
1
1
知

屋
村
の
一
部
で
し
た
が
、

．
L
．
「
時
t
h
層
…
田
こ
よ
ト
P
胴
珂

層
■
ゴ
　
　
’
　I
　
f
　
　
I
　
　
1
7
　
一
　
　
一

地
を
形
成
し
、
後
期
に
は

す
で
に
義
疏
し
た
町
と
し

て
各
種
史
料
に
そ
の
名
が

見
ら
れ
ま
す
．
県
内
6
町

の
．
つ
で
、
．
”
数
は
7
0

0
余
り
で
す

　
富
裏
付
は
、
口
知
屋
村
・

富
高
村
・
塩
見
付
（
3
5
0

戸
）
・
財
浅
き
村
の
4
村
合

併
で
す
。
合
併
に
至
る
ま

で
の
経
過
は
複
雑
で
、
各

村
の
諮
問
員
は
住
民
の
総

意
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
独
航

を
豆
期
し
て
い
ま
す
．
表

向
き
の
理
由
は
、
役
場
が

合
併
に
よ
り
「
遠
ク
ナ
リ

シ
副
因
リ
人
民
暇
ヲ
費
ス

コ
ト
少
ナ
カ
ラ
サ
ル
所
ヨ

リ
、
道
路
川
除
等
ノ
修
繕

モ
怠
り
勝
二
付
諸
所
相
荒

タ
ル
」
と
し
て
い
ま
す
．

　
財
光
h
ず
村
（
2
3
2
戸
）
は

4
村
合
併
に
は
異
存
は
な

い
が
、
日
高
だ
け
と
の
合

併
で
あ
る
な
ら
独
彦
を
さ

せ
て
欲
し
い
と
答
申
し
て

い
ま
す
．
．

　
富
高
村
（
3
6
0
．
1
8
）
は
村

内
の
決
ま
り
が
他
の
村
と

違
う
の
で
．
不
都
合
を
生
じ

る
と
し
て
反
対
し
て
い
ま

す
．
、　

即
知
屋
村
は
「
率
直
余

．
戸
ヲ
有
シ
自
ラ
．
．
区
域
ヲ

ナ
シ
タ
ル
大
村
ニ
テ
、
ヒ

地
悪
ク
ト
難
ト
モ
農
業
ヒ

全
備
シ
座
シ
テ
独
」
嵯
」
で

あ反い次　ま矧てをで長東村
る対まのさす屋や認もか臼

，
’
一
．
1
．
＝
く
ま
、
部
…
く
一
ー

レ
：
’
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イ
上
「
」

よ
う
に
申
し
述
べ
て

す
．
〃
介
村
と
も
合
併

の
理
由
は
い
ろ
い
ろ

が
、
「
到
底
独
」
嵯
シ
得

き
る
し
、
「
日
矧
屋
村
之
名

称
ハ
・
水
…
迷
迄
据
…
直
ク
精
神

二
村
民
．
同
団
結
シ
」
て

い
る
と
訴
え
て
い
ま
す
，

町
村
制
は
、
1
町
村
を
3

0
0
～
5
0
0
．
戸
を
標
準

規
模
と
し
て
い
ま
し
た

　
東
臼
杵
郡
畠
高
村
他
3

ケ
村
〔
高
知
屋
付
、
財
光
芋

村
、
塩
見
付
）
の
．
”
．
長
か
ら

東
臼
杵
郡
．
長
へ
及
び
同
郡

．
長
か
ら
県
知
賢
へ
の
具
申

で
も
、
や
む
を
得
ず
独
疏

を
認
め
た
場
合
、
自
疏
し

て
や
っ
て
い
け
る
の
は
口

矧
屋
村
の
み
と
、
，
口
っ
て
い

ヘ
キ
資
力
無
之
」
と
し
、

村
名
に
つ
い
て
は
富
高
が

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の

の
、
「
他
村
二
型
リ
テ
ハ
彼

是
紛
議
之
模
様
モ
ア
レ
ハ

別
名
二
」
し
て
、
こ
の
地

は
か
っ
て
幕
府
の
直
轄
地

（
天
領
V
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
「
御
領
村
ト
カ
其
他
適

当
ナ
ル
村
名
二
改
称
」
し

た
ほ
う
が
よ
い
と
．

　
痕
臼
杵
郡
．
長
も
県
知
肇
に

司
じ
よ
う
な
意
見
を
申
し

述
べ
ま
し
た
が
、
結
局
村

名
は
窩
高
村
に
な
り
ま
し

た
．
．
4
村
の
中
央
で
富
高

新
町
の
小
市
街
地
が
あ
る

と
の
理
由
で
す
．

※
．
1
1
．
長
”
明
治
前
期
に
町

村
の
．
長
と
し
て
行
政
事
務

を
扱
っ
た
役
職

■
史
料
　
宮
崎
県
庁
文
井
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「女性に対する暴力をなくす運動」

　　　　　実施期間

　今年から11月12日～25日ま

での2週間は「女性に対する暴力を

なくす運動」実施期間となりました。

この運動は、地方公共団体、女性団

体その他の関係団体と連携、協力の

下、社会の意識啓発など、女性に対

する暴力の問題に関する取り組みを

一層強化するとともに、女性の人権

の尊重のための意識啓発や教育の充

実を図るためのものです。

　日向市男女共同参画社会づくり推

進ルーム「さんぴあ」は女性のための

女性による電話・面接相談や学習

会、講演会等を開催しています。

年金なんでも Q＆A

Q，国民年金の第3号被保険者にな

っています。年金保険料は、どのよ

うに納付しているのですか。

A，第3号被保険者の保険料は、配

偶者の加入している年金制度（厚生

年金保険・各共済組合）から、拠出

されていますので配偶者の給与から

は控除されていません。

　平成14年4月からは、法改正に

伴い受付場所が、市役所窓ロから配

偶者の勤務している事業所を通じて

行うことになりました。扶養の異動

などがあった場合は、すみやかに事

業所に届出を行って下さい。

◎●お
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．
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／
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／
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ル
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週
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幼
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大
会
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響釜
日向市保育協議会

　　　おねしょの対応は？

　おねしょの対応で大切なのは叱った

り、他の子と比べて子どもに劣等感を

持たせたり心に負担をかけないことで

す。むしろおねしょしなかった日はそ

の日ごとにほめることです。また失敗

させまいと、睡眠φにやたらに起こす

のは眠りを妨げ逆効果といわれていま

す。水分は夕食の時に十分とると寝る

前には欲しがりません。規則正しい生

活を心がけ十分な睡眠を確保しましょ

う。おねしょは多くの場合、病気とい

うほどのものではないのであせらす気

長に見守ってやるようにしましよう。

11月の休日在宅医※事前にテレホンサービス（盈53－1214一思を1

■3日　　甲斐医院（外・胃腸容53－5000）　児玉小児科医院（小

　　　　児倉52－2530）太陽クリニック（内・消化・呼吸
　　　　容56－0030）

■4日　和田病院（内・外・脳外・放・リハ・整外容52－0011）

　　　　緒方医院（内・呼吸・小児容53－6333）　くろき胃腸

　　　　科・内科（胃腸・内・消化盈55－0505）青柳内科循環
　　　　器科　（内・循環368－3611）

■10日　　三股病院（内・外・整外・胃腸・麻酔・リハ雪58－
　　　　0034）尾崎眼科（眼容52－5600）今給黎医院（内・循

　　　　環容54－2459）

■17日　　渡辺病院（産婦・泌尿雪57－1011）　天生堂医院（内・

　　　　整外・麻酔・リハ君53－8910）　こどもクリニックたし

　　　　ろ（小児容56－1515）武富医院（皮智52－5522）

’23日 F羅暁1（儲医蹴産羅，⊇21器熟騨P

　　　　（内・精神倉52－2409）

栄養ひとくちメモ

　　　　　あユん　　　　　亜箇（Zn）
　食べたものの味がわからない、何を食
べても酸っぱい苦い…　。最近、味覚
障害を訴える人が増えています。亜鉛不
足が原因のひとつといわれています。

　亜鉛はミネラル（無機質）の一種。こ
く微量で細胞の新陳代謝に影響します。
加工食品の食べすぎに注意したり、バラ
ンスのとれた食事が大切です。

r亜鉛を多く含む食べ物」

魚介類（カキ、力二、えび、いわし、あゆ、

うなぎ）、海藻．（のり、わかめ）、卵類、

豆類（あすき、大豆、納豆）種局口（こま、

アーモンド）、肉類（牛・豚・鶏肉）

■24日置　二木医院（産婦・外・胃腸容54－4468）　協和病院（精

　　　　神・神経倉54－2806）　吉田ウリニッタ（内・循環
　　　　瞥55－0770）　長田整形外科（整外・リウ・リハ君63

　　　　－0507）

11月の献血日程

■14日 市役所

協和病院

9：30～12：00

13：30～16：00

■22日　　　県総合庁舎 ．9：30～12：00

■27日　　冨士チタン工業

　　　　日向市環境整備課
　　　　瀧井病院

9：30～11：00

11：30～13：00

■29日　　県北部港湾事務所

　　　　日本ホワイトファーム
　　　　三股病院

9：00～10：30

12：00～14：00

了4：30～16：00
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日
向
市
で
は
毎
年
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
中
・

高
校
生
が
、
外
国
で
貴
重
な
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
経

験
を
し
ま
す
。
若
い
と
き
の
外
国
で
の
生
活
は
、

人
生
に
と
っ
て
も
貴
重
な
経
験
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
（
K
＞
は
外
国
人
に
、
少
し
遍
慮
し
て
し
ま

う
の
で
す
が
、
中
・
．
高
校
生
た
ち
の
ス
ナ
ッ
プ
写

翼
は
、
ど
れ
も
が
現
地
の
人
と
親
し
く
、
楽
し
そ

う
に
写
っ
て
い
る
も
の
ば
か
り
。
「
な
ん
て
た
く

ま
し
い
」
と
感
心
し
き
り
。
実
は
〈
K
V
は
外
国

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
パ
ス
ポ
ー
ト
す

ら
無
い
。
い
っ
か
外
国
に
行
っ
て
、
硯
地
の
人
と

交
流
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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こちら

編集室

◎

9月中の交通顎故

人身事故　死亡　　負傷者　物損事故

42件　　0人　　52人　　77件

（一6）　　（±0）　（一18）　（一44）

旬止まって歯冠1覆事故に携戦～

日陶市の人口と世帯（H14．10．1．環在）

人　口

男

女

世帯数

59」87　人

27，851　人

31、336　人

22，278　世帯

’

人
人
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積

転
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・政愛美ちゃん

裕己・恭子（花ヶ丘）

・で謬1

　　客

藤倉彬くん
葱信の上）

¶曄．

　岬

　　ヤ

森木　夕芽香ちゃん

喜美・智子〔切島山2｝

L
講
L
中村　倫瑠ちゃん

方門・調子（比良3）
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ｱ

山本　龍之介くん

峰照・恵津子〔比良1〕
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9月28日の土曜日、大王谷小学校ウィークエンドサー

クルで、児童たちがベットホトル〔】ケットを製作し、

打ち上げました．係の人に教わりながら、約2時間の

製作時間を費やして出来上がった自慢のロケットは、

q〕に推進力となる水を注入し、ホンブで空気を入れて

発射すると、青空めがけて勢いよく打ちあがりました。
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